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巻頭のことば
廣瀬健二先生は，2005 年 4 月 10 日に横浜地方裁判所判事を退官された後，
立教大学大学院法務研究科に教授（実務家教員）として着任され，法科大学院
の教育に携わってこられましたが，このたび，2016 年 3 月末日をもって，定
年によりご退職されることになりました。
廣瀬先生は，立教中学校，立教高等学校を経て，立教大学法学部に進学され，
在学中の 1972 年に司法試験第 2 次試験に合格されました。そして，1973 年 3
月に立教大学法学部を首席で卒業された後，1975 年 4 月に裁判官として任官
され，横浜地方裁判所に配属されました。その後，先生は，松山，横浜の各地
方・家庭裁判所，東京地方裁判所，水戸地方・家庭裁判所，横浜地方裁判所，
前橋地方・家庭裁判所，東京高等裁判所を経て，横浜地方裁判所部総括判事と
してご活躍されました。先生のご担当された刑事事件には著名なものが多く，
いずれも先生の的確な判断が下され，刑事裁判官としての先生の名声を確立さ
せるものとなりました。その主要な事件としては，無尽蔵店主殺人（死体無き
殺人）事件，平安神宮放火・神社本庁等爆破事件，ホテル･ニュージャパン火
災事件，東海大学安楽死事件，連続幼女誘拐殺人（宮﨑勤）事件，オウム真理
教坂本弁護士一家殺害等事件，同青山弁護士事件，川崎安楽死事件などがあり
ます。なかでも，東海大学安楽死事件判決（横浜地判平 7・3・28 判時 1530 号 28
頁）は，安楽死の要件を確立した判決として，その後の実務と学説に大きな影
響を与えました。また，廣瀬先生は，裁判実務に携わる傍ら，海外調査を含む
司法研究をされ，2000 年の少年法改正に関わられたほか，研究者としても，
多くの業績を残されています。例えば，恩師である田宮裕先生との『注釈少年
法』（初版 1998 年，有斐閣）は，少年事件を扱う実務家，研究者が，まずはじ
めに参照するモノグラフィーとなり，現在も改訂を重ねています。
これらの裁判官時代における数多くの輝かしい実績は，廣瀬先生の真摯かつ
情熱的な人柄とたゆみない研鑽の結果であると思われます。そして，そのお人
柄は，本法務研究科に着任され，大学の教員となられた後にもいかんなく発揮
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されました。すなわち，正規のカリキュラムにおいては，刑事実務，刑事訴訟
法，少年法はもちろん，刑法，刑事政策などの科目で，学生に対し熱心な授業
を展開され，授業以外にも，学生の質問等に応えて懇切に指導・助言，時には
叱咤激励をされ，多くの学生が先生の下から司法試験に合格して巣立ってゆき
ました。また，本法務研究科を修了した後にも，多くの修了生が先生を訪ね，
引き続き刑事実務や法曹としての在り方を学び，裁判官，検察官，日本司法支
援センター（法テラス）のスタッフ弁護士等も含む法曹として活躍しています。
さらに，先生は，学内行政の面でも，教務担当の専攻主任として，積極的に
ＦＤ活動を展開されるとともに，学外においても，日本刑法学会，刑事判例研
究会等における活動に加え，法務省をはじめとした省庁の審議会等においても
貴重な発言をされ，その実務経験や少年法制の海外調査等を踏まえて，その後
の少年法改正，少年院法改正等にも関与されています。とりわけ，2010 年 4
月からは，法テラスの理事として，国選弁護関係業務，犯罪被害者等支援業務
を担当し，法テラスの国選弁護業務に関する重要な改革を実現されるなど，社
会的にも大きな役割を担っておられます。
このたび，わたくしたちは，廣瀬健二先生がご退職されるにあたり，先生の
立教大学大学院法務研究科に対するこれまでの多大なるご貢献に感謝するとと
もに，先生の今後の変わらぬご健康とご活躍とを祈念して，『立教法務研究』
を先生の退職記念号として編ませていただくことにいたしました。これからも
変わらぬご指導をお願いし，謹んで本書を先生にご献呈申し上げます。
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